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今月の紙面から

　
こ
う
し
た
災
害

に
備
え
る
た
め
に

も
、
市
民
と
市
が

協
働
で
防
災
意
識

を
高
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、

東
日
本
大
震
災
の

義
援
金
と
し
て
市

へ
３
２
３
４
万
６

１
６
２
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
（
５
月
18
日
現
在
）。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
義

援
金
は
、
中
央
共
同
募
金
会

を
通
し
て
被
災
地
へ
送
ら
れ

ま
す
。
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平成23年6月15日 No.198行　政

平成23年6月15日号

1〜4・10 5〜9 10〜14 15 16・17 17・19〜23 18 23 24

行政 防災特集 学びの里 男女共同参画 環境 お知らせ カレンダー 市民協働 健康・福祉

スコットランドからバグパイプバ
ンドが来島「島だより」（22ページ）

外部評価での改善提案を受けて市の方針を決定� 2〜3

沖ノ島と伊勢神宮の比較、「世界遺産への道」� 14

ひとしぼりで53（ごみ）グラム減量、「みんなで３Ｒ」� 16

スポーツでまちがいきいき　活動を支える市体育指導委員� 19

「献血」は思いやりの心　７月は「愛の血液助け合い運動」月間� 20

自動車の契約キャンセルはいつまで？、「転ばぬ先の杖」� 23

自主防災組織を結成しよう、「防災特集」� 5〜9
安心して子どもを育てることができるまち宗像、「教育施政方針」� 11〜13
地産地消と魚料理の普及に取り組む魚さばき隊、「健康むなかた21」� 24

　広報紙15日号で毎月、市ホームページ＝http://www.city.munakata.
lg.jp/に掲載している市長ブログを紹介しています。
■問い合わせ先　秘書課　☎（36）０８９０

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

平
常
時
の
備
え
が「
命
」を
守
る

　

日
本
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」。
次

の
災
害
に
備
え
る
た
め
に
も
、
今
回
の
震
災
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
地
震
が
発
生
す
る
確

率
は
低
い
と
い
わ
れ
て
い
た
福
岡
県
で
も
、
平
成
17
年
に
は

福
岡
県
西
方
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
今

回
は
防
災
特
集
と
し
て
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
対
す
る
「
備
え
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
平
常
時

の
備
え
が
、
あ
な
た
の
「
命
」
を
守
り
ま
す
。

【
詳
細
記
事
５
〜
９
ペ
ー
ジ
】

■
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
安
全
課　

☎
（
36
）
５
０
５
０

　
宗
像
市
に
は
、「
西
山
断

層
帯
」
と
い
う
活
断
層
帯
が

存
在
し
ま
す
。
西
山
断
層
帯

は
、
福
津
市
か
ら
飯
塚
市
ま

で
、
北
西
か
ら
南
東
方
向
に

延
び
、
長
さ
は
約
31
キ
ロ
。

最
新
の
活
動
時
期
は
約
１
万

２
０
０
０
年
前
か
ら
約
２
０

０
０
年
前
の
間
と
推
定
さ
れ

　
５
月
29
日
（
日
）、「
む
な

か
た
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
１
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
台
風
２
号
の
影
響

で
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り

ま
し
た
が
、
市
内
外
か
ら
約

２
０
０
人
の
み
な
さ
ん
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
地
域
に
あ
る
宗

像
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
「
Ｆ
Ｍ
福
岡

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
西
川
さ
と

り
と
歩
く
、
新
緑
と
小
さ
な

雨
の
中
、
西
川
さ
ん
（
右
）
ら

と
吉
武
地
区
を
歩
き
ま
し
た

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
」
と

題
し
て
開
催
。
台
風
の
接
近

で
コ
ー
ス
を
短
縮
し
ま
し
た

が
、
吉
武
地
区
の
歴
史
・
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
な
が

ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ

か
ら
正
助
ふ
る
さ
と
村
ま
で

の
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
の
途
中
で
は
、
吉

武
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
歴

史
観
光
ガ
イ
ド
や
お
も
て
な

し
コ
ー
ナ
ー
、ゴ
ー
ル
で
は
、

豚
汁
の
振
る
舞
い
や
お
楽
し

み
抽
選
会
を
実
施
。
悪
天
候

の
中
で
歩
き
ぬ
い
た
充
実

感
、
地
域
の
人
の
温
か
さ
や

宗
像
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
し
た
み
な
さ

ん
も
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　
私
も
、
ゆ
っ
く
り
地
域
を

歩
く
こ
と
で
、
思
わ
ぬ
発
見

や
み
な
さ
ん
と
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
、
素
晴
ら
し
い
時

間
に
な
り
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
昨
年
に
福

津
市
の
津
屋
崎
地
区
か
ら
大

島
に
か
け
て
断
層
が
発
見
さ

れ
、
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ

ま
し
た
。

　
政
府
の
地
震
調
査
委
員
会

の
発
表
で
は
、
断
層
全
体
が

活
動
す
れ
ば
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
３
程
度

の
地
震
に
な
る

と
推
定
し
て

い
ま
す
が
、
将

来
の
地
震
発
生

確
率
は
不
明
と

な
っ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
災

害
は
地
震
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
雨
に
よ

る
洪
水
や
台
風

な
ど
、
市
内
で

も
過
去
に
大
き

な
被
害
を
受
け

て
い
ま
す
。

宗
像
市
に
存
在
す
る
西
山
断
層

平成11年６月の大雨による浸水で
幹線道路が水没した田久区

　宗像警察署管内での今
年の交通死亡事故件数が
４件となり、谷井博美市
長と小山達生福津市長が
５月15日、東海大学付属
第五高校で開かれた「宗
像・福津交通安全大会」
の中で、「交通死亡事故
多発警戒宣言」を発令し
ました。

　同管内では、昨年１年間で３件の交通死亡事故が発生。今年
は既に昨年を上回り、その中でも特に高齢者の事故が目立って
います。福岡県では過去に、県知事による「交通死亡事故多発
警戒宣言」が発令されましたが、同管内では、今回初の発令と
なりました。
　両市を代表して小山市長が「交通事故のない安全で快適な交
通社会の実現は、市民全ての切実なる願いです。市民の交通安
全意識の向上を図るとともに、効果的な交通安全対策を実施し、
多発する交通死亡事故の抑止を図りたい」と宣言。大会の参加
者を代表して田中映一郎さん（72歳・東郷）が「悲惨な交通
事故の被害者や加害者にならないように、普段から外出の際は
明るい服装を心がけたい。車を運転する時は、無理をせず、時
間にゆとりを持って安全運転に努めます」とあいさつ。
　また、同校生徒会会長の森永久絵さんが「今年、県内で２人
の高校生が、無謀な飲酒運転で尊い命を失いました。同じ高校
生として、たくさんの夢があったはずの２人のことを思うと、
悔しくてたまりません。みなさん、飲酒運転防止、交通安全に
協力してください」と参加者に呼びかけました。

【関連記事４ページ】
■問い合わせ先　▽生活安全課　☎（36）５０５０
　　　　　　　　▽宗像警察署　☎（36）０１１０

約400人が参加した
宗像・福津交通安全大会

　
な
お
、市
で
は
引
き
続
き
、

市
役
所
本
庁
と
宗
像
ユ
リ
ッ

ク
ス
に
義
援
金
箱
を
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高齢者の事故が
　　　増えています

交通死亡事故多発警戒宣言を発令

＝ ＝


